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本
宗
所
用
の
教
判
は
、
其
基
本
的
。
総
括
的
。
特
種
的
な
る
五
綱
五
義
判
を
始
め
、
五
重
教
相
・
凹
重
興
展
。
三
重
配
當
・
五
重
三
段

罰
蝿
）
等
い
づ
れ
も
各
個
特
種
の
意
義
の
下
に
發
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
幾
多
先
師
に
よ
っ
て
其
重
要
性
を
理
論
附
け
ら
れ
て
居
り
、
且

つ
数
判
相
五
に
關
聯
が
あ
る
の
で
、
随
っ
て
此
等
各
種
敦
相
に
就
い
て
軽
重
を
論
歩
る
こ
と
は
勿
論
槙
む
く
き
で
あ
り
、
筆
者
亦
そ
艇
を

敢
へ
て
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
且
ら
く
槻
黙
を
「
本
宗
の
教
學
は
内
外
の
教
學
全
般
の
中
、
如
何
な
る
位
置
に
あ
り
や
、
其
憤
値
如

何
」
を
判
定
す
る
と
い
ふ
立
場
に
於
て
眺
め
る
時
は
、
先
づ
五
重
教
相
を
的
指
す
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
此
數
相
中
、
古
來
最
も
力
説
重
要

覗
さ
れ
来
つ
た
の
は
椛
實
・
本
迩
・
教
槻
の
謂
ゆ
る
後
の
三
教
相
で
あ
る
が
、
此
中
椛
蛮
判
は
吾
旭
を
待
つ
ま
で
も
な
く
天
台
・
妙
楽
・

傳
教
等
の
諸
師
殆
ん
ど
之
を
識
せ
る
に
近
く
、
本
迩
・
教
槻
の
二
者
に
至
っ
て
は
彼
に
其
名
あ
り
と
雌
も
、
吾
租
及
び
本
宗
所
用
の
そ
れ

に
及
ば
ざ
る
も
の
、
或
は
名
同
う
し
て
其
義
齊
し
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
此
故
に
吾
宗
に
在
っ
て
は
天
台
等
と
異
る
所
あ
る
本
迩
・
教

本
宗
重
要
教
列
や
』
し
て
の
数
椴
猟
對
と
種
脱
州
對
と
に
就
い
て

本
宗
重
要
教
判
と
し
て
の
教
観

相
對
と
種
脱
相
對
と
に
就
い
て
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然
る
に
古
來
右
五
重
教
相
の
第
五
教
槻
判
に
代
ふ
る
に
種
脱
相
對
を
以
て
す
る
向
が
あ
る
。
富
士
一
派
及
び
故
清
水
梁
山
師
等
が
そ
れ

で
あ
る
ｏ
田
中
智
學
居
士
も
第
五
を
種
腕
相
對
叉
は
教
槻
相
對
と
、
何
れ
を
用
ひ
て
も
差
つ
か
へ
な
い
か
の
如
く
に
言
は
れ
て
ゐ
る
。
此
種

脆
判
を
五
重
教
相
の
第
五
重
に
入
れ
る
と
否
と
は
以
下
の
糯
に
譲
る
と
し
て
、
兎
に
角
種
脆
相
對
な
る
教
判
は
、
佛
在
世
献
癖
睡
）
と
佛

滅
後
殊
に
末
法
今
時
と
は
謂
ゅ
る
コ
向
純
固
の
時
」
で
あ
り
、
而
も
其
れ
で
ゐ
て
「
彼
は
晩
、
此
は
種
」
と
異
り
あ
る
を
判
歩
る
重
要

教
判
で
あ
り
、
本
宗
が
末
法
下
種
を
標
傍
し
て
妙
法
五
字
を
而
弧
毒
之
す
る
折
伏
立
宗
。
猫
自
題
目
宗
を
開
創
せ
し
所
以
を
閲
明
す
る
爲

の
本
化
別
頭
の
重
要
教
判
た
る
は
何
人
も
異
議
な
い
所
で
あ
る
。
乃
ち
此
虚
に
教
槻
相
對
に
併
せ
て
議
せ
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

槻
の
異
同
を
的
確
な
ら
し
む
る
と
共
に
、
之
を
郷
用
し
て
以
て
同
一
法
華
経
に
依
蝶
す
る
二
家
の
異
同
を
辨
別
簡
鐸
す
る
爲
の
重
要
激
判

と
な
し
來
つ
た
の
で
あ
る
が
、
普
通
は
本
迩
相
對
の
本
の
重
に
教
槻
の
義
を
包
合
せ
し
め
て
、
台
當
迩
本
の
勝
劣
を
判
じ
て
來
た
爲
に
、

教
観
相
對
よ
り
は
寧
ろ
、
本
迩
相
對
の
名
目
が
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
居
り
、
且
つ
此
本
迩
判
は
本
宗
に
於
け
る
分
派
の
最
も
主
な
る
學

的
論
争
の
殆
ん
ど
凡
て
を
こ
夢
に
蔵
し
て
ゐ
る
意
味
に
於
て
、
ま
た
あ
ま
り
に
も
多
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
權
實
判
を
究
器
せ
ん
と

す
れ
ば
須
く
本
迩
判
に
締
通
せ
ず
し
て
は
其
義
弱
く
、
復
た
本
迩
判
を
徹
底
し
て
知
ら
ん
と
せ
ば
勢
ひ
教
槻
判
に
精
通
せ
ず
ん
ば
叶
は
な

い
の
で
、
か
く
見
て
來
る
と
、
五
重
教
相
中
教
義
教
理
的
に
最
も
根
本
的
な
る
重
は
最
后
の
教
槻
相
對
で
あ
り
、
此
重
を
究
め
ず
し
て
本

化
教
學
の
甚
深
な
る
、
叉
宗
旨
三
秘
の
法
篭
の
尊
無
過
上
な
る
を
究
寛
し
て
顯
は
す
に
油
な
い
。
こ
れ
分
別
し
て
教
槻
相
對
を
捉
へ
來
つ

た
所
以
で
あ
る
。

本
宗
蕊
要
数
列
と
し
て
の
鐡
槻
相
對
と
種
脆
相
對
と
に
就
い
て

一
一
』

九
四



と
樺
し
て
ゐ
る
。
叉
彼
の
本
迩
十
妙
を
明
し
経
っ
て
槻
心
の
十
妙
を
明
す
に
も
天
台
は

佛
ノ
如
衆
生
ノ
如
一
如
一
〆
無
菫
如
↓
、
佛
既
一
一
槻
咋
心
ヲ
得
予
此
本
妙
↓
、
通
用
廣
大
不
し
可
考
講
読
で
我
如
如
シ
佛
如
赤
賞
諏
四
心
ジ
洲
季
此

“
心

大
利
↓
雪
頁
妙
玄
會
本
七
下
郵
封
）

本
宗
施
要
戦
列
と
し
て
の
教
槻
棚
對
と
祇
脱
棚
對
と
に
就
い
て
九
五

溪
も
同
樺
鍍
に

今
當
に
教
槻
相
對
に
つ
い
て
述
べ
ん
と
す
る
に
つ
い
て
先
づ
天
台
等
に
よ
る
教
槻
の
一
般
的
意
義
を
明
に
す
恥
ば
、
教
は
教
相
。
教
義
ｅ

教
解
で
、
槻
は
槻
心
・
槻
道
・
槻
行
の
謂
ひ
、
即
ち
客
槻
的
學
理
的
重
位
と
主
観
的
資
践
燈
験
的
重
位
と
の
分
別
に
よ
っ
て
雨
者
の
異
同

を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
（
饗
諜
龍
群
議
、
雛
）
さ
れ
ば
蚕
画
は
裏
に
妙
鋒
す
る
の
下
に
も
、
基
一
認
の
筈

如
塞
迩
中
↓
先
二
施
シ
方
便
之
教
↓
大
教
不
し
得
し
起
鋒
１
診
、
今
大
教
若
シ
超
し
狸
方
便
ノ
教
絶
ス
。
將
野
所
絶
》
以
ず
名
評
於
妙
斗
耳
。
叉
迩
中
ノ
大
教
既
二

超
レ
ハ
本
地
ノ
大
教
不
し
得
し
興
鋒
１
ジ
、
今
本
地
ノ
教
興
し
少
迩
中
ノ
大
教
即
歩
絶
人
。
絶
読
１
於
迩
ノ
大
↓
功
由
幸
本
ノ
大
一
、
將
窃
絶
發
診
迩
之
大
↓
名
シ
於

本
ノ
大
一
ｏ
故
二
言
”
絶
卜
也
。
叉
本
ノ
大
教
若
シ
輿
レ
ハ
親
心
ノ
之
妙
不
し
得
し
起
鋒
７
ヲ
。
今
入
し
観
妙
寂
ナ
レ
《
言
語
道
断
本
ノ
教
即
チ
絶
ス
。
絶
由
季
於

槻
一
、
將
毒
此
絶
ノ
名
↓
名
雪
於
槻
妙
一
。
爲
呼
顯
尹
シ
カ
此
義
宅
故
一
以
埼
絶
竪
爲
醒
妙
卜
。
（
玄
鑛
會
杢
一
上
琶
針
）

と
い
ひ
、
其
迩
本
二
妙
の
如
き
は
之
を
槻
心
絶
妙
に
望
む
れ
ば
猫
是
れ
所
絶
で
あ
り
教
相
の
分
齊
で
、
之
を
行
者
心
性
の
具
徳
に
結
販
照

了
す
る
の
で
な
か
っ
た
ら
、
謂
ゆ
る
徒
に
他
の
賓
を
数
ふ
る
と
異
な
き
所
か
ら
、
特
に
主
槻
的
観
心
絶
妙
に
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
故
に
荊

貧金
ノ 日

数、-／
認識
力 卜

賓與
グ 二

此本
之迩
謂一
也及
・以

教卜與二本迩一及以

鯵
親
心
卜
展
鱒
〆
相
絶
乳
乃
至
徒
一
引
誤
遠
近
↓
未
診
了
諄
鋒
７
診
槻
堂
。
遠
近
ハ
自
喫
彼
し
、
於
庵
我
二
何
遡
爲
ン
。
如
琴
《

三



今
且
く
優
陀
那
輝
師
の
詔
ゅ
る
組
書
中
最
も
よ
く
教
棚
の
別
を
見
る
に
堪
え
た
り
と
い
ふ
潅
頂
妙
の
御
文
に
よ
れ
ば
、

岬
（
誌
）
鈴
ノ
雁
聖
者
．
明
。
鐸
尊
ノ
無
作
三
身
↓
欲
啄
令
吟
卜
墳
一
進
逵
弟
子
ノ
三
身
》
乃
至
些
一
身
ハ
錐
誰
婚
本
覺
ノ
三
身
一
リ
ト
且
ク
立
型
五
百
塵
点

●
●
●
●

劫
ノ
成
佛
老
三
身
即
三
世
常
住
ナ
リ
。
今
弟
子
ノ
始
提
ノ
三
身
毛
亦
如
嘩
我
頴
〆
可
峠
成
妻
一
世
常
住
ノ
無
作
↓
也
・
次
二
此
ノ
品
槻
心
上
者
、
妙
法
一
心

之
如
來
涛
堂
品
ナ
多
ヵ
故
二
我
等
凡
夫
ノ
ー
念
ナ
リ
。
一
念
即
如
來
久
遠
ノ
本
箒
本
地
無
作
ノ
三
身
本
極
法
身
本
因
本
果
ノ
如
來
也
ぺ
縮
一
○
二
八
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
い
か
に
本
覺
三
身
常
住
無
作
を
詮
す
る
も
、
之
を
客
棚
的
の
教
理
と
し
て
談
じ
て
ゐ
る
間
は
教
門
教
相
で
、
之
を
正
し
く

自
己
身
心
の
上
に
照
了
艘
得
す
る
の
行
法
行
相
に
於
て
槻
心
と
名
く
る
こ
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
上
の
天
台
の
教
澗
分
別
と
同
意
と

言
へ
る
。
然
る
に
本
尊
紗
に
は
其
題
號
に
「
如
來
滅
後
五
五
百
歳
始
槻
心
本
尊
紗
」
と
い
ひ
、
其
送
状
に
「
槻
心
法
門
」
と
い
ひ
、
其
他

槻
心
の
義
相
を
明
し
、
殊
に
事
の
槻
艘
を
的
示
し
て
之
を
己
心
に
結
販
さ
れ
た
る
鴬
家
立
槻
の
正
法
則
で
あ
る
が
、
而
も
其
謂
ゆ
る
事
槻

の
正
燈
四
十
五
字
文
段
を
指
し
て
次
下
直
に

迩
門
十
四
品
毫
末
》
読
碗
之
診
於
冤
法
華
経
ノ
内
二
時
機
未
熟
ノ
故
鍬
。
此
本
門
ノ
肝
心
於
讃
南
○
經
ノ
五
字
一
佛
猶
文
珠
藥
王
等
二
毛
不
レ
付
二
囑
シ
要

之
↓
、
何
二
呪
ャ
其
己
下
ラ
ャ
乎
、
但
召
シ
地
涌
干
界
↓
説
毒
八
口
型
付
二
囑
シ
季
之
↓
（
九
四
○
）

と
あ
っ
て
、
此
四
十
五
字
事
槻
の
法
僻
が
本
門
の
肝
心
で
あ
り
、
叉
別
付
の
正
鵠
妙
法
五
字
で
、
末
法
に
於
け
る
教
行
證
の
依
擦
在
虚
な

と
い
ひ
、
本
迩
二
門
高
魔
の
利
益
化
事
を
收
め
て
我
一
心
一
念
の
具
徳
に
結
販
棚
達
す
る
に
非
ず
ん
ば
利
益
な
き
旨
を
明
し
て
ゐ
る
。
即

ち
天
台
の
教
槻
は
上
述
の
如
く
客
槻
的
教
解
と
主
観
的
實
践
臘
験
と
の
別
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
而
し
て
今
吾
租
の
そ
れ
は
ど
う
か
。

吾
家
に
も
天
台
の
い
へ
る
昔
迩
本
槻
の
四
重
興
展
が
あ
り
、
之
教
観
の
相
對
を
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
彼
れ
と
の
異
同
は
ど
う
か
。

本
宗
軍
要
教
到
と
し
て
の
激
鞭
祁
對
と
種
脆
相
對
と
に
就
い
て

四

九
ユー
〃、



る
の
み
な
ら
ず
、
謂
ゆ
る
五
篁
一
震
の
第
五
本
迭
一
震
（
唾
罐
澤
蝿
ユ
恥
鎚
辿
堯
殿
）
の
要
一
杢
品
二
年
の
法
艘
と
な
っ
て
ゐ
て
、
在
世
嬢

山
大
會
が
緯
尊
の
顯
本
に
即
し
て
己
心
の
顯
本
に
持
込
み
、
眞
賞
の
断
證
を
得
た
る
依
擦
在
虚
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
此
紗
の
教
観
分
別

は
潅
頂
紗
の
如
く
に
簡
軍
に
教
観
分
別
を
な
す
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
、
槻
に
即
し
て
教
、
教
に
即
し
て
観
、
和
尚
の
語
を
借
れ
ば
教
槻

合
論
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
開
目
紗
の
．
念
三
千
の
法
門
は
乃
至
文
底
秘
沈
」
、
叉
「
本
門
に
至
っ
て
始
成
正
受
を
破
れ
ば
至
乃

眞
の
十
界
瓦
具
百
界
千
如
一
念
三
千
な
る
べ
し
」
の
御
丈
も
断
章
取
義
す
れ
ば
槻
心
の
一
念
三
千
は
涛
愈
文
底
に
至
っ
て
極
成
し
、
そ
れ

に
秘
沈
さ
れ
て
ゐ
る
と
云
っ
た
の
で
、
こ
れ
も
正
く
観
行
の
相
を
明
し
た
も
の
で
な
く
槻
心
一
念
三
千
の
在
虎
依
擦
を
學
的
に
的
示
解
読

し
た
る
意
味
に
於
て
教
槻
合
論
と
い
へ
る
。
次
に
十
法
界
事
紗
は
昔
述
本
槻
の
四
重
興
展
を
論
じ
、
槻
心
の
義
に
約
し
て
本
門
深
勝
の
旨

を
明
さ
れ
た
る
、
や
は
り
一
種
の
教
槻
合
論
で
、
其
腫
別
異
相
が
明
で
は
な
い
。
立
正
槻
妙
の
如
き
は
台
家
の
一
心
三
槻
傳
於
一
言
の
相

承
を
取
っ
て
直
に
妙
法
を
念
ぜ
し
め
て
は
あ
る
が
、
別
に
所
槻
の
相
や
能
槻
の
行
相
分
明
で
な
く
、
且
つ
教
劣
槻
勝
の
邪
槻
に
對
し
て
依

教
立
行
の
法
華
正
観
を
立
て
た
観
が
家
の
教
相
を
明
せ
ば
、
教
観
の
文
字
用
語
は
あ
っ
て
も
今
言
は
ん
と
す
る
教
襯
相
對
の
意
と
は
自
ら

別
で
あ
る
。
若
し
御
義
・
向
記
は
謂
ゆ
る
今
家
の
托
事
・
附
法
槻
と
し
て
教
に
即
し
て
親
に
入
る
の
相
を
明
し
て
は
あ
る
が
、
而
も
初
心

に
と
っ
て
は
寧
ろ
事
の
妙
解
で
あ
り
、
そ
れ
が
唱
題
行
者
の
営
念
に
於
て
そ
の
ま
夢
發
得
出
來
る
と
な
す
所
に
此
妙
の
教
槻
一
共
即
教
入

観
の
相
あ
り
と
い
は
れ
や
う
。

此
外
に
も
尚
教
槻
に
關
す
る
御
書
は
多
い
が
、
今
且
ら
く
以
上
の
諸
御
書
を
通
概
し
て
阻
書
に
於
け
る
教
槻
の
意
義
を
老
へ
る
に
、
溌

頂
妙
の
如
く
に
行
と
教
と
に
は
っ
き
り
分
別
し
て
あ
る
の
と
、
或
は
親
心
の
意
義
に
本
門
（
教
）
に
よ
る
所
詮
の
深
理
、
本
門
（
教
）
肝

本
宗
重
要
激
到
と
し
て
の
激
槻
相
對
と
種
脱
相
對
と
に
就
い
て

五

九
七



雨
重
教
概
の
中
、
上
段
の
上
。
底
、
聞
・
解
、
教
・
意
の
分
別
に
よ
る
教
槻
判
を
指
す
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
台
常
の
異
同
は
こ
の

上
底
の
一
重
全
鰐
に
か
鴬
る
も
の
で
あ
り
、
天
台
未
謹
の
境
智
は
資
に
此
文
底
の
す
べ
て
に
渉
る
が
故
で
あ
る
。
随
っ
て
本
化
濁
自
の
教

學
一
般
の
眞
に
最
上
の
地
位
と
債
値
と
を
有
す
る
所
以
も
亦
此
丈
底
の
深
義
を
究
む
る
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
丈
底
を
槻
心

心
の
妙
旨
を
そ
の
ま
塗
包
含
し
た
ま
へ
る
塲
合
が
あ
る
こ
と
が
解
る
。
換
言
す
れ
ば
信
行
鵠
験
の
外
に
本
法
三
段
の
正
宗
た
る
文
底
一
品

二
半
の
深
義
を
そ
の
ま
蚤
槻
心
大
教
と
い
ひ
、
翻
心
の
依
擦
在
虚
た
る
に
約
し
て
槻
心
の
重
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
さ
れ
ば
教
観
の
意
義

は
直
に
通
途
い
ふ
如
き
、
吾
人
の
心
性
に
結
販
す
る
行
法
と
し
て
の
三
種
観
法
を
ば
か
り
槻
と
し
、
客
槻
的
教
解
分
別
を
教
と
す
る
の
と

全
同
で
な
い
こ
と
が
老
へ
ら
れ
る
。
畢
寛
今
詔
ゆ
る
教
棚
相
對
と
は
換
言
す
れ
ば
本
門
の
文
上
（
随
他
本
門
）
文
底
（
随
自
本
門
）
判
と

も
言
ふ
べ
き
で
、
即
ち
左
岡
。

本
門
（
誇
塗
品
）

本
宗
重
要
敷
到
と
し
て
の
政
淑
相
對
と
種
脱
相
對
と
に
就
い
て

一
謹
鉦
（
綱
－
１
佛
界
化
用
論
ｌ
有
始
久
遠
ｌ
能
顯
１
１
能
詮
ｌ

（
教
）

一
文
底
（
解
）
佛
界
常
住
ｌ
霊
誇
遮
）
ｌ
所
頴
‐
ｌ
識
門

一

為
槻
心
）
十
界
常
住
Ｉ
勲
岬
轄
也
ｌ
眞
資
相
論
Ｉ
所
詮
Ｉ
．

（
意
）
一
ｌ
別
し
て
此
妙
旨
嘉
者
の
一
色
心
に
艘
験
照
了
ｌ
槻
門

Ｉ
こ
れ
義
に
約
す
れ
ば
本
尊
紗
四
十
五
字
法
鰐
の
深
義
と
な
り
，
之
に
更
に
簡
要
結
晶

化
文
字
化
し
て
妙
法
五
字
と
な
す
、
而
し
て
こ
れ
資
に
本
法
三
段
の
正
宗
た
り
。

故
に
妙
法
五
字
を
、
本
門
槻
心
の
妙
法
五
字
と
も
い
ふ
。

九
八



と
い
ふ
は
、
そ
れ
全
艘
が
上
に
も
一
言
し
た
如
く
在
世
の
衆
が
聞
に
即
し
て
深
く
其
旨
を
了
し
、
己
心
の
顯
本
に
ま
で
信
解
し
味
識
し
た

（
翠
鉦
趣
評
“
唖
如
）
る
所
の
法
門
で
あ
る
か
ら
、
其
意
味
で
槻
心
と
い
ふ
の
で
、
か
登
る
意
味
で
の
観
心
は
、
行
の
槻
心
の
外
に
そ
の
槻

行
所
依
の
理
・
親
心
の
法
相
ま
で
も
含
め
て
親
心
と
い
ひ
、
教
相
は
そ
れ
へ
導
き
そ
奴
を
詮
願
す
る
重
に
名
け
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
謂
ふ

●
●
●
の

所
の
種
晩
相
對
と
は
、
資
に
此
教
槻
判
即
ち
上
底
判
の
文
底
槻
心
の
重
に
於
て
論
ず
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
其
種
脆
判
と
は
其
意
詳
に
言
は
ざ
如
何
、
叉
五
重
教
相
の
第
五
を
教
槻
と
せ
す
に
直
に
種
脆
と
す
る
は
な
ぜ
不
可
で
あ
る
か
と

い
ふ
に
、
今
謂
ゆ
る
種
晩
判
は
前
述
の
如
く
在
末
種
脆
の
異
相
を
判
じ
て
彼
脆
・
此
種
、
彼
は
一
品
二
半
・
此
は
但
五
字
と
な
す
こ
と
は

聖
文
明
白
な
れ
ば
後
人
の
毫
も
疑
義
な
い
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
今
哲
法
緩
の
上
の
優
劣
に
ま
で
も
及
ぼ
す
か
否
か
に
つ
い
て
は
古
來
相
當
論

議
せ
ら
れ
、
富
士
一
派
や
上
述
清
水
梁
山
師
な
ど
は
法
鰐
に
も
優
劣
あ
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
之
を
其
第
一
の
典
擦
た
る
本
噂
紗

に
就
い
て
窺
う
に
、
其
五
重
三
段
の
第
五
本
法
三
段
の
下
に
、

自
到
一
品
二
牛
一
（
摩
）
之
外
ハ
名
診
小
乘
教
邪
教
未
得
道
教
覆
相
教
斗
、
諭
宰
レ
ハ
其
機
宅
徳
簿
。
垢
重
・
幼
稚
ｏ
貧
窮
ｏ
孤
露
夛
同
室
禽
獣
一
也
。
爾

前
迩
門
ノ
圓
教
号
筒
非
季
佛
因
一
云
云
（
九
四
二
）

と
正
宗
一
品
二
年
（
蓉
津
鐸
醜
幽
鄙
唾
）
の
最
勝
を
的
示
し
、
次
に
二
門
一
經
末
法
の
時
機
を
正
對
告
と
な
す
旨
を
明
し
て
そ
の
中
に

●
●
●
●

●
●
●
●
③
●
●
。
●
●
●

本
門
ハ
序
正
流
通
倶
二
以
毒
末
法
之
始
奄
爲
癖
詮
卜
。
在
世
ノ
本
門
卜
末
法
之
始
《
一
同
一
能
圓
也
、
但
シ
彼
ハ
晩
此
ハ
種
也
。
彼
ハ
一
品
二
年
此
ハ
但

●
●
●
●

●
●
●
●

と
、
謂
ゆ
る
在
末
種
脆
品
要
相
對
を
な
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
毫
も
法
禮
の
勝
劣
は
述
べ
ら
れ
て
ゐ
な
い
ば
か
り
か
、
明
に
「
一
同
能
圓
」
と

本
宗
重
要
数
列
と
し
て
の
救
棚
相
對
と
種
脆
相
對
と
に
就
い
て
九
九

題
目
ノ
五
字
也
。

（
九
四
二
）

｛
〈



本
宗
重
要
教
到
と
Ｌ
て
の
教
糎
相
對
と
種
脆
相
對
と
に
就
い
て
一
○
○

Ｖ
、
、
、
、
ｖ
、
、
、
、
や

て
、
能
圓
の
時
機
な
る
こ
と
を
示
し
て
か
へ
っ
て
其
法
艘
を
同
也
と
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
の
み
な
ら
ず
此
下
に
本
門
の
肝
要
・
内
證
の
濤
堂
品

を
ば
餘
人
に
付
囑
せ
ず
し
て
、
本
化
地
涌
を
召
し
特
に
末
法
の
時
機
の
爲
に
刷
力
品
に
結
要
し
て
御
付
蛎
あ
っ
た
こ
と
、
随
っ
て
其
祁
力
結

要
の
法
と
は
是
好
良
藥
の
妙
法
で
あ
り
壽
量
品
の
肝
要
た
る
名
鵠
宗
用
教
の
南
無
妙
法
蓮
華
經
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

、
、
、
、
、
、
、

さ
て
在
世
脆
益
の
本
門
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
文
底
親
心
の
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
丈
上
の
如
き
は
単
に
佛
界
の
化
用
で
所
化
に
於●

て
は
尚
こ
れ
他
の
蜜
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
故
に
文
上
に
晩
益
を
諭
歩
る
こ
と
は
断
じ
て
其
義
を
成
じ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
上
の
文
の
「
在

●
●
●

●
。
●
●

世
本
門
」
も
文
上
に
即
せ
る
文
底
本
門
の
意
で
あ
り
、
此
故
に
方
め
て
「
彼
脆
此
種
」
と
も
い
へ
る
の
で
あ
る
。
価
っ
て
彼
脆
益
の
本
門

と
は
そ
の
ま
豈
本
門
の
肝
要
で
あ
り
、
内
證
の
壽
量
品
で
、
そ
れ
が
第
五
重
本
法
三
段
の
正
宗
で
あ
り
、
其
實
義
を
的
示
せ
ば
四
十
五
字
事

一
攪
三
法
と
な
る
こ
と
の
關
係
を
知
る
べ
く
、
而
し
て
そ
れ
を
ぱ
又
是
好
良
藥
の
妙
法
と
い
ひ
、
祁
力
結
要
の
經
総
即
下
種
の
法
艘
誇
量

の
肝
要
五
玄
具
足
の
南
○
經
と
い
へ
る
こ
と
も
知
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
前
後
一
貫
し
て
拝
し
來
れ
ば
脱
の
一
品
二
牛
と
種
の
五
字
七
字

と
は
、
其
間
毫
も
法
鵠
の
勝
劣
を
示
さ
れ
た
る
理
由
根
擦
を
見
出
し
得
な
い
の
で
、
．
同
能
圓
也
」
の
そ
の
ま
蚤
に
拝
し
て
法
鵠
同
を

信
解
す
べ
き
で
あ
り
、
彼
脱
の
本
法
三
段
の
下
に
「
自
一
品
二
年
之
外
名
小
邪
末
覆
等
」
と
述
べ
て
文
底
一
品
二
牛
の
絶
對
債
値
を
的
示

閥
明
せ
る
聖
語
は
、
彼
と
艘
同
に
し
て
巻
鋳
の
關
係
な
る
種
の
五
字
に
も
そ
の
ま
斡
邇
用
す
る
聖
意
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

故
に
種
晩
判
は
、
唯
在
世
の
本
門
（
痙
埜
鱗
鋼
準
籍
）
は
脆
益
（
丞
蕾
莎
軍
嘩
蝋
蝋
誇
塞
嶬
瀞
魂
峰
評
）
末
法
今
時
は
下
種
の
時
な
れ
ば
、
巻
け
る

五
字
と
鍔
す
べ
し
一
品
二
牛
（
文
底
）
と
、
そ
こ
に
所
修
所
持
の
相
の
異
は
あ
る
が
故
に
、
品
要
用
拾
を
論
ず
べ
き
で
は
あ
る
が
、
法
繼

の
優
劣
を
論
歩
る
の
義
は
断
じ
て
存
し
な
い
。
故
に
涛
堂
品
御
義
に

當
品
は
末
法
の
要
法
に
非
る
欺
・
其
故
は
此
品
は
在
世
の
脆
益
な
り
。
題
目
の
五
字
計
り
當
今
の
下
種
な
り
乃
至
下
種
を
以
て
末
法
の

詮
と
な
す
。



此
故
に
種
晩
判
は
教
槻
相
對
の
槻
の
重
に
あ
る
の
で
こ
れ
を
以
て
五
重
教
相
の
第
五
に
配
す
る
と
せ
ん
か
、
五
重
教
相
本
來
の
意
義
と

勺
、
、
、
、
、

合
致
し
な
い
ば
か
り
か
、
上
述
の
如
く
一
‐
彼
脆
此
種
彼
一
品
二
竿
此
題
目
五
字
」
の
文
の
み
に
捉
は
れ
て
、
或
派
の
義
の
如
く
本
門
を
以
て
暁

乙
、
、
、
、
、

益
の
劣
法
教
相
也
と
判
じ
、
妙
法
五
字
の
み
が
文
底
親
心
の
要
法
だ
と
し
て
偏
に
其
勝
を
誇
る
と
せ
ば
、
譜
ゆ
る
在
世
の
衆
は
涛
量
品
の

座
に
眞
の
脱
は
得
ら
れ
ず
に
絡
つ
た
こ
と
画
な
る
。
何
と
な
れ
ば
文
上
文
底
を
教
槻
と
す
る
は
是
な
る
も
、
こ
れ
を
脆
種
と
分
別
せ
ぱ
、

文
上
の
如
き
は
上
に
も
言
へ
る
如
く
唯
能
化
の
化
用
妙
事
の
み
で
直
接
に
十
界
常
住
眞
實
相
が
顯
は
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
経
る
と

せ
ば
結
局
天
台
の
法
華
經
襯
を
出
で
ず
、
本
門
を
聞
い
て
叉
迩
の
理
に
版
る
迩
面
本
裏
に
堕
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
も
し
そ
う
と
す
れ

ば
「
眞
賞
の
断
證
は
壽
量
一
品
を
聞
き
し
時
（
噸
誰
御
し
）
に
限
る
」
の
金
一
言
も
叉
上
の
．
品
二
半
の
外
小
邪
未
覆
等
」
の
聖
語
も
殆
ん

ど
無
意
義
と
な
り
、
か
く
て
本
迩
相
對
ま
で
が
其
意
義
を
な
さ
ぬ
こ
と
に
な
る
。
故
に
第
五
重
は
必
ず
須
く
教
槻
相
對
と
い
ふ
ぺ
く
、
此

教
槻
相
對
は
在
減
得
道
の
依
止
・
種
脆
二
法
の
在
虚
を
詮
顯
す
る
教
相
で
、
換
言
す
れ
ば
第
四
重
本
門
の
正
宗
一
品
二
竿
の
上
に
立
つ
る

義
判
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
五
重
教
相
の
意
味
す
る
「
内
外
教
學
一
般
の
中
に
、
吾
家
の
教
學
は
如
何
な
る
地
位
債
値
を
有
す
る

や
」
の
義
が
明
瞭
と
な
り
、
五
重
展
韓
從
淺
至
深
し
て
本
門
槻
心
最
勝
の
意
義
願
は
る
夢
と
共
に
、
そ
の
槻
心
大
教
の
重
に
宗
旨
教
學
の

と
仰
せ
ら
れ
た
る
も
、
こ
れ
を
以
て
法
艘
の
取
捨
勝
劣
に
開
せ
し
む
る
は
全
く
其
義
が
な
い
、
唯
上
述
の
品
要
種
脆
の
用
捨
を
示
さ
れ
て

今
時
下
種
の
時
機
に
は
脆
益
の
機
に
逗
す
る
録
ぺ
た
當
品
は
そ
の
要
法
で
は
な
く
、
そ
れ
を
涛
徒
和
合
せ
る
五
字
七
字
こ
そ
其
の
要
法
で

あ
る
と
し
て
、
品
と
要
と
の
相
に
つ
い
て
用
捨
を
判
じ
給
へ
る
に
外
な
ら
ぬ
。
随
っ
て
こ
塗
に
法
篭
の
優
劣
を
論
ぜ
ん
と
す
る
が
如
き
は

誤
り
で
あ
る
。
種
脆
判
と
は
實
に
か
く
の
如
き
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
宗
斌
嬰
敬
列
と
し
て
の
教
柵
相
對
と
穐
脆
相
對
と
に
就
い
て

七

一

○
一



0

人
或
は
我
等
の
義
を
以
て
六
重
教
相
を
成
歩
る
も
の
で
あ
り
、
乃
至
若
し
か
く
の
如
く
し
て
種
麦
に
義
を
立
て
ば
六
重
は
ま
だ
し
も
、

重
麦
無
識
の
相
對
を
立
つ
る
こ
と
芦
な
ら
ん
と
懸
念
す
る
か
も
知
ら
ぬ
が
、
然
し
我
等
は
種
脆
判
を
以
て
上
述
の
如
く
教
槻
判
の
槻
の
下

に
於
て
、
唯
在
減
の
時
機
に
從
う
て
所
修
所
持
の
法
の
品
要
巻
鋳
の
異
相
を
簡
別
す
る
爲
の
法
相
教
義
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
於
け
る
特

種
裁
判
と
信
解
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
五
重
教
相
と
は
別
の
意
味
に
取
扱
ふ
べ
き
で
あ
る
と
信
ず
る
。
故
に
六
重
乃
至
無
識
重
と
は
な
ら

な
い
で
あ
ら
う
。
試
に
恩
へ
、
第
五
重
教
槻
判
の
槻
の
重
は
、
即
ち
本
法
三
段
の
正
宗
で
あ
り
、
そ
れ
は
賞
に
久
成
極
佛
の
境
智
を
以
て
一

根
擦
を
有
す
る
吾
家
の
宗
教
宗
致
の
債
値
の
絶
對
至
上
な
る
こ
と
が
最
も
明
確
に
知
ら
る
麓
所
で
あ
る
。
而
し
て
種
脱
判
は
特
に
此
教
槻

の
下
に
立
て
る
法
相
教
義
な
の
で
あ
る
。
故
に
今
筆
者
は
教
槻
相
對
を
ば
「
本
門
十
四
品
と
妙
法
五
字
」
と
に
分
別
す
る
の
義
や
、
或
は

本
門
文
上
在
世
脆
益
を
教
と
し
、
文
底
を
末
法
下
種
の
要
法
五
字
と
し
観
と
す
る
の
義
の
如
き
は
こ
れ
を
取
ら
ぬ
、
何
れ
も
聖
文
に
其
義

蓮
背
す
る
が
故
で
あ
る
。
故
に
更
に
次
の
如
く
結
示
す
る
。

●

、
文
上
（
教
）

壽
量
一
品
二
年
《

●

〆
文
底
（
槻
）
↑

本
宗
重
要
政
列
と
し
て
の
教
糎
相
對
と
種
脆
相
對
と
に
就
い
て

八

●

在
世
脆
益
の
在
虎
依
止
Ｉ
彼
脱
・
彼
一
品
二
年
。
－
（
在
世
に
約
し
竪
に
韓
入
の
機
に
約
す
）

二
秘
總
在
の
一
大
税
法
、

●

。
’
此
種
ｌ
此
題
目
五
字
Ｉ
（
末
法
下
種
の
時
機
に
逗
す
）

一

○
二



切
を
開
顯
し
た
る
法
界
至
上
の
重
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
本
佛
久
修
業
所
得
の
甚
深
秘
奥
の
境
界
を
的
指
せ
る
も
の
で
、
在
世
在
座
の
會

衆
が
文
上
顯
説
の
聞
に
即
し
て
密
に
其
絶
對
の
境
智
に
信
解
悟
了
味
識
證
入
し
得
た
る
重
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
が
そ
の
ま
塗
是
好
良
藥

の
妙
法
一
大
秘
法
と
し
て
別
付
の
正
鵠
と
は
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
久
成
本
佛
縫
尊
の
本
因
本
果
を
別
に
し
て
下
種
の
妙
法
五
字
は
あ

り
得
な
い
。
若
し
然
ら
ば
そ
の
一
大
秘
法
か
ら
別
開
す
る
三
秘
中
の
本
尊
に
豈
に
日
蓮
本
佛
義
な
ど
を
立
て
、
こ
れ
を
し
も
槻
心
の
本
奪

也
下
種
の
本
尊
也
と
す
る
こ
と
そ
れ
自
催
教
棚
種
脆
の
雨
判
に
於
い
て
義
に
明
な
ら
ざ
る
に
由
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
加
之
教
行
證
の

三
義
約
從
の
義
に
暗
く
、
或
は
人
晴
と
義
學
を
混
渚
し
て
偏
に
愈
曳
租
文
を
歪
曲
す
る
に
對
し
て
は
、
眞
正
學
人
の
最
も
戒
心
す
べ
き
所

で
あ
る
。

（
昭
和
十
三
年
聖
滅
會
）

本
宗
重
要
激
獅
と
し
て
の
激
獺
祁
對
と
糊
脆
相
對
と
に
就
い
て

○


